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●甲種（関西系）アクセント

■塚地区：極めて特殊なアクセント
（中間型）

■戸入地区：乙種（関東系）アクセント

徳山地域の方言分布
（参考データ：『徳山村のあけぼのを求めて』 ）

岐阜県の旧徳山村、揖斐川流域

◆先行研究

関東系アクセントの戸
入が関西系アクセント
地域に囲まれている。



参考データ： 『旧徳山村所在の縄文集落のGIS研究』

縄文時代 近現代

◆先行研究

「考古学的な成果」と「方言学的な成果」の整合性

戸入村平遺跡や塚奥山遺跡は、
集落規模や土器系統に

周辺遺跡とは異なる特徴を持っている

塚奥山遺跡

戸入村平遺跡



文化現象のメタ・メタモデル

リッケルト（1915）の考えを
参考に

複雑な文化現象のメカニズム
について調べるために、

◆本プロジェクトの概要

「文化」という概念を
モデル化する。

メタモデルの設計・実装（藤本）

メタモデルに則ったデータの分析
手法の検討（小野原）
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メタ・メタモデルを元にした、

「方言」のメタモデル

◆本研究の概念部分

地理情報標準に準じていて、

応用スキーマ(ISO19109)
と同様の役割も果たす。



◆データの実装

125地点: 10枚の言語地図＝10の語彙

「唐がらし」、「唐もろこし」、「薬指」、「旋毛」、「竹馬」、
「お手玉」、「粳米」、「馬鈴薯」、「真綿」、「里芋」

「Communication」クラスは下のような図から実装

『岐阜県方言の研究』(奥村, 1976)より



• 正規化圧縮距離
Normalized Compression Distance (NCD)を使う。

C: 圧縮アルゴリズム, X,Y: ある任意のデータファイル 
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◆方言の類似度分析 



◆NCD算出ソフトウェア「百花壱式Ver1.0」
各XMLファイル同士全組
み合せのNCD
を自動的に算出してくれる。

このソフトは
GZIPのみを
サポート



• 本研究で用いたクラスタリング手法
– Partitioning Around Medoids(PAM)
– Neighbor Netの結果を用いた分類

• 分析に用いたデータ
– NULL値が多い15カ所を除いた110の調査地点

• 検証方法
– 一般的に用いられる方法でデータを作成、グラフクラスタ
リングであるDPClusの結果と比較

◆クラスタリング手法
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These two components explain 58.9 % of the point variability.

Silhouette width si
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Silhouette plot of pam(x = data, k = 5)

Average silhouette width :  0.26

n = 110 5  clusters  Cj
j :  nj | aveiÎCj  si

1 :   10  |  0.24

2 :   20  |  0.21

3 :   26  |  0.13

4 :   25  |  0.31

5 :   29  |  0.37

外れ値の１クラスターを除いた、4クラスターとするのが適
当である

◆PAMによる分類基数確認
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◆PAMによる分類 地理空間上に投影

大きく4つのグループ
に分かれた。

白抜き：予め分析から抜いた地点
網掛け：外れ値のクラスター



◆NCDにおける最も適切な分類



NCDとは異なる検証用データセットを作成し、分類。

NCDの分類との間
に齟齬は無い。

NCDによる分析
は使える！！

地理情報標準に準拠して実装された
データを分析できる！！

◆分析結果の検証
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参照データ：
文化情報学および理念型モデル
化分析法に関する基礎的研究-
文化情報学に
おける諸概念と方法について-

◆先行研究との比較

縄文時代 近現代

岐阜市周辺に境
界がある。



• NCDによる距離化法とNeighbor Netによる分類は、
地理情報標準で規定されているようなオブジェクト
指向の分析手法として可能性を持っている。

• 方言研究としては、調査地点は7から8クラスターに
分類でき、そのうち3から4クラスターは地域的なまと
まりを持たないクラスターであることから、地理空間
的な視点で見ると、岐阜県下は大きく4つのグルー
プに分けることができる。

◆まとめ
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